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農山漁村等地域の活性化のための融資をはじめとする支援 

 

 (27)農業メインバンク機能の強化 

ＪＡ都城（宮崎県） 

 

新規 継続 

  

○ 

（2013年 2月） 

 

1 動機（経緯） 

窓口対応による待ちの体制から出向く体制へと活動を展開しています。 

正組合員だけではなく、認定農業者を中心とした農業担い手のニーズに対応すべく農業融

資渉外による推進強化を図っています。 

2 概要 

営農指導員等（ＴＡＣ）と連携強化を図り、農業者の自宅や畜舎等へ訪問しています。 

農機専職の会議等に参加し、担当者への情報提供及び情報の共有を図っています。 

農業祭やカーフェア等のイベントに参加し、対応を行っています。 

3 成果（効果） 

認定農業者への継続訪問を行うにあたり、需要の見込めそうな農業者のランク選定を行

い、訪問頻度を増やしています。 

保証料助成事業やＪＡバンク利子補給の優位性をＰＲしており、制度資金等の需要増加に

繋げています。 

4 今後の予定 

農業法人や大型農家の需要が多くなってきており、運転資金等の早期対応が必要です。 

他行も同様に農業関連資金対応を展開しております。当ＪＡとしても定期巡回による農業

者との信頼関係構築を継続していき、今後の需要見込み等を把握していきます。 

 


